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第40回JASA/ETセミナー

「リバースモデリングによる
レガシーコードの蘇生術」

講演内容
　右肩上がりを続ける組込みソフトウェ
アの大規模化、複雑化に伴う課題に対
し、モデリングはひとつの解決策です。
設計やテストの場面で活用が進んできま
したが、JASA状態遷移設計研究会では、
このモデリングを既存のソースコードの
リバースモデリングに適用する研究と
ツールの開発を進めています。
　本セミナーでは、組込みソフト開発に
有用な状態遷移表を中心とするモデリン
グの基礎に続き、それをレガシーコード
のリバースモデリングに適用する考え方
やプロセスが解説されました。講義の後
は、現場に密着した質問が続き、派生開
発の産物であるブラックボックス化され
てしまったレガシーコードの取り扱いに
ついて、関心の高さがうかがえました。
　現在、JASA状態遷移設計研究会では、
各企業/団体様からリバースモデリング
用のサンプルコードを募集しておりま
す。レガシーコードを実際に「蘇生」
し、さらに活用するチャンスです。多く
のお問い合わせをお待ちしております。

１. 組込みシステムと
　モデリング設計概要
・組込みシステムの特性
・モデル駆動開発（MDD）とモデル
ベース開発（MBD）
　人命や環境損失を招くリスクを抱え、
シビアな安全性や品質が求められる組込
みシステムの最大の特性を、クラウドや
モバイルとの比較や、安全率のデータを
参照しながら改めて確認しました。組込
みシステムは、これまでのスタンドアロ
ンでの利用から、様々なネットワークと
つながり、カメラや各種センサ、クラウ
ドなどから取得する大量のデータをリア

ルタイム処理するデバイスへと進化して
きています。派生開発の結果、開発現場
では開発担当者が入れ替わりながらコー
ドの追加が繰り返され、「プログラムの9
割が例外処理」の構造で、「デッドコー
ドが外せない」のが実情のようです。
　指数関数的に増加を続けるソフトウェ
ア規模に対し、品質の確保と開発コスト
の削減が、ここ10年間の開発現場の課題
ですが、モデルの活用がその有用な解決
策の一つであることをあらためて確認し
ました。「設計図」にあたるモデルの活
用により、仕様書の解釈の余地をなく
し、シミュレーションによる動作検証に
よって上流工程の品質を上げることで、
テスト工程での仕様矛盾や不具合発覚に
よる手戻りを減らせます。

２. 状態遷移設計基礎
・ユースケースシナリオと要求分析
（SEAT分析）
・要求モデリング（状態遷移モデル）
・状態遷移テスト手法
　 要 求 ・ 要 件 を 整 理 す る U S D M
（Universal Specification Describing 
Manner）、要求仕様を表現した文章から
構成要素を分類するSEAT分析、表にして
まとめた要求仕様整理表について概観し
た後、状態遷移設計の基礎について学び
ました。外部イベントに対して反応する
ケースが多い組込みシステムでは、状態
遷移設計が適しているそうです。
　通信系タスクのモデリングに有用な
シーケンス図、自動販売機を例にした自
然言語ベースのユースケースシナリオの
それぞれのケースを、状態遷移表のマト
リクスに変換する事例が紹介されまし
た。未検討のイベント/状態の組み合わせ
が表のマスの空きで一目瞭然となり、バ
グの可能性が発見しやすくなります。ま

た、キッチンタイマーの開発を想定した
状態遷移表の作成過程を追うことで、実
際の作成の仕方や視点を理解しました。
状態遷移は設計だけでなく、漏れのない
テスト抽出でも有用なモデルであること
も学びました。

３. 状態遷移表のリバースモデリ
　ング適用 ～レガシーコードの蘇生術～
　最後のパートは、本セミナーの主題で
す。レガシーコードから状態遷移モデル
を起こし直し、機能追加や品質改善に役
立てるノウハウを解説していただきまし
た。ポイントは、状態遷移表の主要な横
軸を構成する「状態」を見つけ出すこと
だそうです。ある定義に沿った「状態変
数」を抽出することで、機械的に状態遷
移表を作成するプロセスをみました。状
態遷移表としてレガシーコードを可視化
することで、レビューやメンテナンスが
しやすくなり、結果的に高い品質を確保
できるようになります。

　日経テクノロジーオンラインのJASA連
載コラム「組込み業界では今、何が起き
ているのか」では、このリバースモデリ
ングの要点が解説されています。こちら
もあわせてご覧ください。
http://techon.nikkeibp.co.jp/article/COL
UMN/20150401/412221/?rt=nocnt

●  　●  　●  　●  　●  　● 　● 　● 　● 　● 　●

　組込みシステム技術協会では、JASA 
ETセミナーとして定期的に組込みソフト
ウェア技術者の方向けに様々なテーマ
で、セミナーを開催しています。
詳細はこちらのページをご覧ください。
今後とも、JASA ETセミナーをよろしくお
願いいたします。
URL　http://www.jasa.or.jp/
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